
教育関連分野の予算検討状況について

２ 関連する持続可能なまちづくり推進プロジェクトと
主な推進方針

R06.01.30_総合教育会議_企画部政策企画課

３ 各プロジェクトの主な事業１ 内容

教育分野における来年度以降の予算検討状況について、関連

する「持続可能なまちづくり推進プロジェクト」ごとに整理

したもの。

*「持続可能なまちづくり推進プロジェクト」

➡本市をさらにより良いまちにして未来へつなぐため、この先10年間

において戦略的に取り組む10のプロジェクトのこと。

子育て寄り添いプロジェクト

• 保育所等利用定員数の適正化と保育人材の確保

• 子どもを希望する夫婦の経済的負担の軽減

• 子育て家庭の経済的負担の軽減

学びの改革プロジェクト

• 不登校児童生徒への対応

• 確かな学力と情報活用能力の育成

• グローバルな人材の育成

• 地域とともにある学校づくり

• 教育環境の整備

地域をつくる文化・芸術・スポーツプロジェクト

• 文化財の保護・保存

• 親しみがもてる社会教育施設へ

• 文化芸術を活用したまちづくりの推進

 子育て寄り添いプロジェクト （692,886千円）

• こども計画策定事業（健康こども部） 14,146千円（新規）

• 子ども・妊産婦医療費給付事業（福祉部） 269,977千円（継続）

• 保育料軽減分（健康こども部） 149,820千円（継続）

 学びの改革プロジェクト （1,582,678千円）

• 統合北上中学校建設事業（教育部） 433,572千円（継続）

• 北上市立学校適正配置の在り方検討事業（教育部）1,231千円（新規）

 地域をつくる文化・芸術・スポーツプロジェクト（83,574千円）

• 史跡八天遺跡整備事業（教育部） 17,490千円（新規）

• 鬼の館30周年記念事業（教育部） 3,315千円（継続）

こども施策についての計画を策定

令和６年度から第１期校舎新築工事に着手

少子化に対応した市立学校の適正配置検討のため、地域協議会等を開催

史跡八天遺跡整備に向けた基本設計に着手

令和５年８月から現物給付を高校生までに拡充、12月から所得制限撤廃

市独自で第一子の保育料を半額に軽減

対R5比+81,662千円

対R5比+505,761千円

対R5比+15,811千円

記念シンポジウム及び芸能公演を開催


